
小学校 国語   課題の具体と指導改善のポイント 

【出題の趣旨】話し手の意図を捉えながら聞き、
自分の考えをまとめる 

【領域】話すこと・聞くこと，書くこと 

【評価の観点】国語への関心・意欲・態度，話す・
聞く能力 

【問題形式】記述式 

３三 正答率 無解答率 

和泉市 ５９．０ ２１．２ 

全国（公立） ６８．２ １４．２ 

３三 【インタビューの様子】の  イ に、畳職人の仕事への思いや考えに着目して心に残ったこと
を書く  １四（２）公衆電話について調べたことを

【報告する文章】の    の１文を、接続
語「そこで」を使って２文に分けて書き直す 

【出題の趣旨】文と文との意味のつながり
を考えながら、接続語を使って内容を分け
て書く 

【領域】伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項 

【評価の観点】言語についての知識・理解・
技能 

【問題形式】短答式 

【課題】   話し手の意図を捉えなが
ら聞き、自分の考えをまとめることに
課題がある。 

１四（２） 正答率 無解答率 

和泉市 ３９．５ １３．５ 

全国（公立） ４７．８ １１．３ 

指導改善のポイント 

★接続語を使って、内容を分けて書く 
 ・自分が書いた文章を、文の長さという点に注目して読み返す 
 ・「文と文との意味のつながりに気を付けて分けているか」、「接続語の役割を正しく捉え、適切に
選んで使っているか」などの点に注意しながら、１文を複数の文に分けて書き直す 
 ・書き直す前と後の文を比べ、伝えたいことがより明確になったという実感を持てるようにする 

【課題】文と文の意味のつながり
を考えながら、接続語を使って内
容を分けて書くことに課題がある。 

指導改善のポイント 

★目的を明確にして情報を関係付けながら聞き、自分の考えをまとめる 
 ・相手からどのような情報を聞き出し、その情報をどのように活用するのかのように、インタ
ビューの目的を明確にもって聞くようにする 
 ・相手の話を一律に一度で聞き取ろうとするのではなく、自分が持っている情報と関連付けて、
分からないことを問い返したり、相手の話につなげてさらに詳しく問うようにする 



小学校 算数   課題の具体と指導改善のポイント 

【出題の趣旨】示された計算の仕方を解釈
し、減法の場合を基に、除法に関して成り
立つ性質を記述できる 

【領域】数と計算 

【評価の観点】数学的な考え方 

【問題形式】記述式 

【課題】示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成
り立つ性質を記述することに課題がある。 

４（２） 正答率 無解答率 

和泉市 ６７．８ ５．６ 

全国 
（公立） 

６８．６ ４．４ 

【課題】示された場面において、複数の数量から必要な数量を選び、立式
することに課題がある。 

４（２）何秒後にゴンドラに乗る
ことができるのかを求める式を
書く 

３（２） 正答率 無解答率 

和泉市 ２７．２ １４．５ 

全国（公立） ３１．１ １０．８ 

３（２）減法の計算の仕方についてまとめたことを基に、除法の計算の仕方につい
てまとめると、どのようになるのかを書く 

指導改善のポイント 

★計算に関して成り立つ性質を見いだし、表現できるようにする 
 ・商が同じになる「いくつかの除法の式」を基に、被除数と除数や商について、適用する数の範囲
を広げていきながら、見いだしたことが他の数値の場合でも成り立つかどうかを確かめるようにす
る 
 ・子ども自らが見いだした除法に関して成り立つ性質を一般的に表現しようとする態度を育てる
ようにする 
 ・商といった算数の用語を用いた説明を取り上げたり、教師が問いかけたりすることを通して、算
数用語を用いて適切に表現できるようにする 
 ・さまざまな除法、分数などの学習場面においても、除法に関して成り立つ性質が活用されてい
ることを確認するようにする 

【出題の趣旨】示された場面にお
いて、複数の数量から必要な数
量を選び、立式することができる 

【領域】数と計算 

【評価の観点】数学的な考え方 

【問題形式】短答式 

指導改善のポイント 

★多くの情報から必要な数量を選択し、数学的に表現することができるよう
にする 

 ・問題場面の数量を解釈するために「３６や２０，１０は何を表していますか」などと問いかけ、問
題解決に必要な数量を選択できるようにする 

 
 ・「どのように考えて式を立てたのですか」などと問いかけ、立てた式の意味について説明できる
ようにする 


